
◎
裁
判
官
の
報
酬
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
一
九
年
一
一
月
三
〇
日
法
律
第
一
二
二
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
一
九
年
一
一
月
六
日
・
衆
議
院
法
務
委
員
会
）

○
鳩
山
国
務
大
臣

裁
判
官
の
報
酬
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
及
び
検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
に
つ
い
て
、
そ
の
趣
旨
を
便
宜
一
括
し
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。

政
府
に
お
い
て
は
、
人
事
院
勧
告
の
趣
旨
等
に
か
ん
が
み
、
一
般
の
政

府
職
員
の
給
与
を
改
定
す
る
必
要
を
認
め
、
今
国
会
に
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
を
提
出
い
た
し
て
お

り
ま
す
が
、
裁
判
官
及
び
検
察
官
に
つ
き
ま
し
て
も
、
一
般
の
政
府
職
員

の
例
に
準
じ
て
、
そ
の
給
与
を
改
定
す
る
措
置
を
講
ず
る
た
め
、
こ
の
両

法
律
案
を
提
出
し
た
次
第
で
あ
り
ま
し
て
、
改
正
の
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
り
ま
す
。

裁
判
官
の
報
酬
等
に
関
す
る
法
律
の
別
表
に
定
め
る
十
一
号
以
下
の
判

事
補
の
報
酬
及
び
十
六
号
以
下
の
簡
易
裁
判
所
判
事
の
報
酬
並
び
に
検
察

官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
の
別
表
に
定
め
る
十
九
号
以
下
の
検
事
の
俸

給
及
び
十
四
号
以
下
の
副
検
事
の
俸
給
に
つ
き
ま
し
て
、
お
お
む
ね
そ
の

額
に
お
い
て
こ
れ
に
対
応
す
る
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の

適
用
を
受
け
る
職
員
の
俸
給
の
増
額
に
準
じ
て
、
い
ず
れ
も
こ
れ
を
増
額

す
る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
給
与
の
改
定
は
、
一
般
の
政
府
職
員
の
場
合
と
同
様
に
、
平

成
十
九
年
四
月
一
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
こ
れ
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

以
上
が
、
裁
判
官
の
報
酬
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
及
び
検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の

趣
旨
で
あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
、
慎
重
に
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
可
決
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
、
衆
議
院
法
務
委
員
長
報
告（
平
成
一
九
年
一
一
月
八
日
）

○
下
村
博
文
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
法
務
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

両
案
は
、
一
般
の
政
府
職
員
の
給
与
改
定
に
伴
い
、
裁
判
官
の
報
酬
月

額
及
び
検
察
官
の
俸
給
月
額
を
改
定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

両
案
は
、
去
る
五
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
翌
六
日
鳩
山
法
務
大
臣

か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
た
後
、質
疑
を
行
い
、こ
れ
を
終
了
し
、

裁
判
官
の
報
酬
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

二
八



採
決
の
結
果
、
両
案
は
い
ず
れ
も
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

三
、
参
議
院
法
務
委
員
長
報
告（
平
成
一
九
年
一
一
月
三
〇
日
）

○
遠
山
清
彦
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
法
務
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。両

法
律
案
は
、
一
般
の
政
府
職
員
の
給
与
改
定
に
伴
い
、
こ
の
例
に
準

じ
て
裁
判
官
及
び
検
察
官
の
給
与
の
改
定
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
法
律
案
を
一
括
し
て
議
題
と
し
、
冤
罪

を
出
さ
な
い
裁
判
の
在
り
方
、
判
事
及
び
検
事
の
人
材
確
保
と
処
遇
の
在

り
方
、法
テ
ラ
ス
の
常
勤
弁
護
士
の
確
保
策
、国
選
弁
護
報
酬
の
在
り
方
、

死
刑
執
行
へ
の
検
察
官
の
立
会
い
の
意
義
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
り
御
承
知
願
い
ま
す
。

質
疑
を
終
わ
り
、
順
次
採
決
の
結
果
、
両
法
律
案
は
い
ず
れ
も
全
会
一

致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

裁
判
官
の
報
酬
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

二
九


